
令和６年度　評価規準 東京都立富士高等学校附属中学校

国語 履修学年 ３年 指導時間 140時間 担当者 区分 必修

５段階
評定基準

教科 末安 光理、田口 瑞穂、末延 昭二

教科の目標
言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して社会生活に必要な国語の特質を理解し適切に使うことができるようにするとともに、人との関わり合
いの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養い、言葉の価値を認識して言語感覚を豊かにし、国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価の割合 30% 40% 30%

観点別の
評価基準

・積極的に場の状況に応じて言葉を選
び，学習課題に沿って提案しようとして
いる。
・進んで情報の信頼性の確かめ方を理
解して使い，学習の見通しをもって主張
しようとしている。

イ 互いの考えを生かし
ながら議論や討論をす
る活動

・情報の信頼性の確かめ方を理解し使ってい
る。
・理解したり表現したりするために必要な語句
の量を増し，話や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・話や文章の種類とその特徴について理解を
深めている。

・自分の立場や考えを明確にし，相手を説得できるように論理
の展開などを考えて，話の構成を工夫している。
・進行の仕方を工夫したり互いの発言を生かしたりしながら話
し合い，合意形成に向けて考えを広げたり深めたりしている。
・目的や場面に応じて，社会生活の中から話題を決め，多様
な考えを想定しながら材料を整理し，伝え合う内容を検討して
いる。
・場の状況に応じて言葉を選ぶなど，自分の考えが分かりや
すく伝わるように表現を工夫している。
・話の展開を予測しながら聞き，聞き取った内容や表現の仕
方を評価して，自分の考えを広げたり深めたりしている。

・粘り強く論理の展開を考え，今までの
学習を生かして議論しようとしている。
・積極的に相手や場に応じた言葉遣い
を使い，学習の見通しをもって討論しよ
うとしている。

ア 提案や主張など自
分の考えを話したり，
それらを聞いて質問し
たり評価などを述べた
りする活動

・敬語などの相手や場に応じた言葉遣いを理
解し，適切に使っている。
・具体と抽象など情報と情報との関係について
理解を深めている。
・情報の信頼性の確かめ方を理解し使ってい
る。
・自分の生き方や社会との関わり方を支える読
書の意義と効用について理解している。

・場の状況に応じて言葉を選ぶなど，自分の考えが分かりや
すく伝わるように表現を工夫している。
・自分の立場や考えを明確にし，相手を説得できるように論理
の展開などを考えて，話の構成を工夫している。
・話の展開を予測しながら聞き，聞き取った内容や表現の仕
方を評価して，自分の考えを広げたり深めたりしている。
・目的や場面に応じて，社会生活の中から話題を決め，多様
な考えを想定しながら材料を整理し，伝え合う内容を検討して
いる。

・進んで表現の仕方について評価し，学
習課題に沿って批評しようとしている。
・粘り強く時間の経過による言葉の変化
や世代による言葉の違いについて理解
し，今までの学習を生かして考えたこと
を説明しようとしている。

ア 論説や報道などの
文章を比較するなどし
て読み，理解したこと
や考えたことについて
討論したり文章にまと
めたりする活動

・具体と抽象など情報と情報との関係について
理解を深めている。
・第２学年までに学習した常用漢字に加え，そ
の他の常用漢字の大体を読んでいる。
・慣用句や四字熟語などについて理解を深
め，話や文章の中で使うことを通して，語感を
磨き語彙を豊かにしている。
・和語，漢語，外来語などを使い分けることを
通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。

・文章の種類を踏まえて，論理の展開の仕方などを捉えてい
る。
・文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方
や考え方について考えている。
・文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価してい
る。
・「読むこと」において，文章を読んで考えを広げたり深めたり
して，人間，社会，自然などについて，自分の意見をもってい
る。

・粘り強く自分の考えが分かりやすく伝わ
る文章になるように工夫し，学習課題に
沿って批評する文章を書こうとしている。
・積極的に情報の信頼性の確かめ方を
理解して使い，学習の見通しをもって批
評する文章を書こうとしている。

イ 情報を編集して文
章にまとめるなど，伝え
たいことを整理して書く
活動

・話や文章の種類とその特徴について理解を
深めている。
・情報の信頼性の確かめ方を理解し使ってい
る。
・身の回りの多様な表現を通して文字文化の
豊かさに触れ，効果的に文字を書いている。
・具体と抽象など情報と情報との関係について
理解を深めている。

・文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理
の展開などを考えて，文章の構成を工夫している。
・目的や意図に応じて，社会生活の中から題材を決め，集め
た材料の客観性や信頼性を確認し，伝えたいことを明確にし
ている。

・積極的に文章の種類を選択し，学習の
見通しをもって新聞にまとめようとしてい
る。
・進んで効果的に文字を書き，今までの
学習を生かして発表のための資料を作
成しようとしている。

ア 関心のある事柄に
ついて批評するなど，
自分の考えを書く活動

・長く親しまれている言葉や古典の一節を引用
するなどして使っている。
・理解したり表現したりするために必要な語句
の量を増し，話や文章の中で使うことを通し
て，語感を磨き語彙を豊かにしている。
・和語，漢語，外来語などを使い分けることを
通して，語感を磨き語彙を豊かにしている。

・目的や意図に応じて，社会生活の中から題材を決め，集め
た材料の客観性や信頼性を確認し，伝えたいことを明確にし
ている。
・表現の仕方を考えたり資料を適切に引用したりするなど，自
分の考えが分かりやすく伝わる文章になるように工夫してい
る。
・文章の種類を選択し，多様な読み手を説得できるように論理
の展開などを考えて，文章の構成を工夫している。
・目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて，文
章全体を整えている。
・論理の展開などについて，読み手からの助言などを踏まえ，
自分の文章のよい点や改善点を見いだしている。

・積極的に情報の信頼性の確かめ方
使って，今までの学習を生かして読んだ
内容について実生活への生かし方を考
えようとしている。
・進んで文章を批判的に読み，学習課
題に沿って読んだ内容について実生活
への生かし方を考えようとしている。

主な評価資料
授業ノート・学習プリント・単元テスト
書写作品・聞き取りテスト・定期考査など

授業ノート・学習プリント・単元テスト
聞き取りテスト、定期考査など

授業内の様子・リアクションペーパー

内
容
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価
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準
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ウ 実用的な文章を読
み，実生活への生かし
方を考える活動

・情報の信頼性の確かめ方を理解し使ってい
る。
・話や文章の種類とその特徴について理解を
深めている。
・具体と抽象など情報と情報との関係について
理解を深めている。

・文章の種類を踏まえて，論理の展開の仕方などを捉えてい
る。
・文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自
然などについて，自分の意見をもっている。
・文章を批判的に読みながら，文章に表れているものの見方
や考え方について考えている。

・粘り強く論理の展開の仕方を捉え，学
習課題に沿って考えたことについて討
論しようとしている。
・積極的に話や文章の種類とその特徴
について理解し，今までの学習を生かし
て考えたことについてレポートにまとめよ
うとしている。

イ 詩歌や小説などを
読み，批評したり，考
えたことなどを伝え
合ったりする活動

・時間の経過による言葉の変化や世代による
言葉の違いについて理解している。
・自分の生き方や社会との関わり方を支える読
書の意義と効用について理解している。
・歴史的背景などに注意して古典を読むことを
通して，その世界に親しんでいる。
・長く親しまれている言葉や古典の一節を引用
するなどして使っている。

・文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価してい
る。
・文章の種類を踏まえて，論理や物語の展開の仕方などを捉
えている。
・「読むこと」において，文章を批判的に読みながら，文章に表
れているものの見方や考え方について考えている。
・「読むこと」において，文章を読んで考えを広げたり深めたり
して，人間，社会，自然などについて，自分の意見をもってい
る。

学習の実現状況

Ａ 十分満足できると判断されるもの ７０％以上

Ｂ おおむね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

Ｃ 努力を要すると判断されるもの ５０％未満

観点別学習状況の評価

各評定の範囲

5 十分満足できるもののうち、特に程度が高いもの ８０％以上

4 十分満足できると判断されるもの ７０％以上　８０％未満

3 概ね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

2 努力を要すると判断されるもの ２０％以上　５０％未満

1 一層努力を要すると判断されるもの ２０％未満

評　定



令和６年度　評価規準 東京都立富士高等学校附属中学校

社会 履修学年 ３年 指導時間 158時間 担当者 区分 必修教科 向後 和、森川 真幸、幸田 記

教科の目標
主体的に学び、自己の生き方、あり方について深く考え、健全な批判力をもた公民としての資質の育成。地
理・歴史・公民的分野を統合させた学びの体系の創成。

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

主な評価資料 定期考査、提出物 定期考査、提出物 定期考査、提出物

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準

自分自身と社会の在り方に向き合い、
主体的に社会に関わる態度を持とうと
している。民主主義と私の暮らし、経済
と生活の関わり合いについて、自らの
生活に結び付けている。

安心して暮らせる社会
国際社会に生きる私た
ち
私たちが未来の社会を
開く

個人を尊重する日本
国憲法

社会における企業の役割と社会的責
任、社会生活における職業の意義と役
割及び雇用と労働条件の改善、民主
主義が抱える問題点について多面的・
多角的に考察し、個人や企業の経済
活動の在り方について様々な立場から
公正に判断している。

人間の尊重についての考え方と日本
国憲法に対する関心を高め、それを意
欲的に追究し、民主的な政治について
考えようとしている。

我が国の近世・近現代の歴史とそれに
かかわる世界の動きに対する関心を高
め、意欲的に追究し、国際協調の精神
を養い国民としての自覚をもとうとす
る。

私たちの暮らしと現代
社会

我が国の現代社会の特徴や、現代社
会に対する見方・考え方を働かせ、現
代社会が抱える課題を理解している。

国際社会における我が国の役割につ
いて多面的・多角的に考察し、我が国
の在り方について様々な観点から公正
に判断している。

近世の日本と世界
近現代の日本と世界

社会的事象に対する関心を高め、課
題を意欲的に追究し、広い視野に立っ
てよりよい社会を考え公民としての自
覚をもって責任を果たそうとする。

５段階
評定基準

評価の割合 30% 40% 30%

観点別の
評価基準

国際社会の諸問題に対する関心を高
め、課題を意欲的に追究し、世界平和
を確立するための熱意と協力の態度が
育つとともに、これからのよりよい社会
を築くために解決すべき諸課題を考え
続けようとする態度が育っている。

人間尊重の考え方を基本的人権を中
心に深め、日本国憲法に基づいて政
治が行われていること、民主政治の仕
組みのあらましや公正な裁判の保障、
国民の政治参加の大切さに気づき、そ
の知識を身につけている。

我が国の政治が日本国憲法に基づい
て行われていることや議会制民主主義
や選挙の意義について多面的・多角
的に考察し、民衆的な政治の在り方に
ついて公正に判断している。

我が国の近世・近現代の歴史とそれに
かかわる世界の動きを理解し、その知
識を身につけている。

私たちの暮らしと民主
政治
私たちの暮らしと経済

民主主義や経済活動の意義、議会制
民主主義や市場経済の基本的な考え
方、生産の仕組みのあらまし、金融の
働きについて理解し、その知識を身に
つけている。

世界平和の実現と人類の福祉の増大
にかかわって、国家間の相互の主権の
尊重と協力、日本国憲法の平和主義
について理解を深めるとともによりよい
社会を築いていくために解決すべき課
題について理解し、その知識を身につ
けている。

国際社会の諸問題から課題を見出し、
世界平和の実現と人類の福祉の増大
について、多面的・多角的に考察し、こ
れからのよりよい社会の在り方につい
て、様々な観点や立場から公正に判断
している。

我が国の近世・近現代の歴史とそれに
かかる世界の動きから課題を見出し、
歴史の流れと現代の特色を多面的・多
角的に考察し、公正に判断している。

学習の実現状況

Ａ 十分満足できると判断されるもの ７０％以上

Ｂ おおむね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

Ｃ 努力を要すると判断されるもの ５０％未満

観点別学習状況の評価

各評定の範囲

5 十分満足できるもののうち、特に程度が高いもの ８０％以上

4 十分満足できると判断されるもの ７０％以上　８０％未満

3 概ね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

2 努力を要すると判断されるもの ２０％以上　５０％未満

1 一層努力を要すると判断されるもの ２０％未満

評　定



令和６年度　評価規準 東京都立富士高等学校附属中学校

数学 履修学年 ３年 指導時間 158時間 担当者 区分 必修

・事象を数と式の考えを用いて考察
するよさを認識し、問題解決にそれら
を活用したり、粘り強く考え数学的論
拠に基づき判断しようとしたりしてい
る。
・問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり、評価・改善したりしようと
している。

Ｄ　データの活用

Ｂ　図形

・円周角と中心角の関係の意味を理
解し，それが証明できることを知って
いる。
・三平方の定理の意味を理解し，そ
れが証明できることを知っている。

・円周角と中心角の関係や三平方の
定理を具体的な場面で活用すること
ができる。
・円周角と中心角の関係や三平方の
定理を見いだすことができる。

・円周角と中心角の関係や三平方の
定理のよさを実感して粘り強く考え，
三平方の定理について学んだことを
生活や学習に生かそうとしたり，三平
方の定理を活用した問題解決の過
程を振り返って評価・改善しようとし
たりしている。

Ｃ　関数

・関数y=ax2や二次関数などの値の
変化やグラフの特徴について理解し
ている。
・二次不等式の解と二次関数のグラ
フとの関係について理解し，二次関
数のグラフを用いて二次不等式の解
を求めることができる。

・２つの数量の関係に着目し，日常
の事象や社会の事象などを数学的
に捉え，問題を解決したり，解決の
過程を振り返って事象の数学的な特
徴や他の事象との関係を考察したり
することができる。

・事象を二次関数の考えを用いて考
察するよさを認識し、問題解決にそ
れらを活用しようとしたり、粘り強く考
え数学的論拠に基づき判断しようとし
たりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり、評価・改善したりしようと
している。

・データを表やグラフに整理したり，
分散や標準偏差などの基本的な統
計量を求めたりすることができる。
・具体的な事象において仮説検定の
考え方を理解している。

・データの散らばり具合や傾向を数
値化する方法を考察することができ
る。
・目的に応じて複数の種類のデータ
を収集し，適切な統計量やグラフ，
手法などを選択して分析を行い，
データの傾向を把握して事象の特徴
を表現することができる。

・事象をデータの分析の考えを用い
て考察するよさを認識し，問題解決
にそれらを活用しようとしたり，粘り強
く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようと
している。

教科
野沢 大成、白樫 知樹
近内 崇志、入江 康隆
浮葉　　翔

教科の目標

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
（2） 数学を活用して事象を論理的に考察する力， 数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察する力， 数学的な表現を用いて
事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
（3）数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え， 数学を生活や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って評
価・改善しようとする態度を養う。

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準

Ａ　数と式

・二次の乗法公式や因数分解の公
式を適切に用いて計算することがで
きる。
・集団と命題に関する基本的な概念
を理解している。
・不等式の解の意味や不等式の性
質について理解するとともに、一次
不等式の解を求めることができる。

５段階
評定基準

主な評価資料 小テスト、定期考査、課題、レポート 小テスト、定期考査、課題、レポート 小テスト、定期考査、課題、レポート

評価の割合 30% 40% 30%

観点別の
評価基準

・問題を解決する際に、既に学習し
た計算の方法と関連付けて、式を多
面的に捉えたり目的に応じて適切に
変形したりすることができる。
・集合の考えを用いて命題を論理的
に考察し、簡単な命題の証明をする
ことができる。

学習の実現状況

Ａ 十分満足できると判断されるもの ７０％以上

Ｂ おおむね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

Ｃ 努力を要すると判断されるもの ５０％未満

観点別学習状況の評価

各評定の範囲

5 十分満足できるもののうち、特に程度が高いもの ８０％以上

4 十分満足できると判断されるもの ７０％以上　８０％未満

3 概ね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

2 努力を要すると判断されるもの ２０％以上　５０％未満

1 一層努力を要すると判断されるもの ２０％未満

評　定



令和６年度　評価規準 東京都立富士高等学校附属中学校

理科 履修学年 ３年 指導時間 158時間 担当者 区分 必修教科
小浦 真史、伊藤邦朗

茂木　篤

教科の目標
自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことな
どを通して、自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を育成する。

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

日常生活や社会で使われているエネ
ルギーや物質について、見通しをもっ
て観察、実験などを行い、その結果を
分析して解釈するとともに、自然環境
の保全と科学技術の利用の在り方に
ついて、科学的に考察して判断してい
る。

科学技術と人間に関する事物・現象に
進んで関わり、見通しもったり振り返った
りするなど、科学的に探究しようとしてい
る。

身近な自然環境や地域の自然災害な
どを調べる観察、実験などを行い、自
然環境の保全と科学技術の在り方に
ついて、科学的に考察して判断してい
る。

自然と人間に関する事物・現象に進んで
関わり、見通しをもったりふりかえったり
するなど、科学的に探究しようとしてい
る。

運動とエネルギーについて、見通しを
もって観察、実験などを行いその結果
を分析して解釈し、力のつり合い、合
成や分解、物体の運動、力学的エネ
ルギーの規則性を見い出して表現して
いる。また、探究の過程を振り返ってい
る。

運動とエネルギーに関する事物・現象に
進んで関わり、見通しをもったり振り返っ
たりするなど、科学的に探究しようとして
いる。

化学変化について、見通しをもって観
察、実験などを行い、イオンと関連付け
てその結果を分析して解釈し、化学変
化における規則性や関係性を見い出
して表現している。また、探究の過程を
振り返っている。

化学変化とイオンに関する事物・現象に
進んで関わり、見通しをもったり振り返っ
たりするなど、科学的に探究しようとして
いる。

生命の連続性について、観察・実験な
どを行い、その結果や資料を分析して
解釈し、生物の成長と殖え方、遺伝現
象、生物の種類の多様性と進化につ
いて特徴や規則性を見出して表現して
いる。また、探究の過程を振り返ってい
る。

生命の連続性に関する事物・現象に進
んで関わり、見通しをもったりふりかえっ
たりするなど、科学的に探究しようとして
いる。

地球と宇宙について、天体の観察、実
験などを行い、その結果や資料分析し
て解釈し、天体の運動と見え方につい
ての特徴や規則性を見出して表現して
いる。また、探究の過程を振り返ってい
る。

地球と宇宙に関する事物・現象に進んで
関わり、見通しをもったり振り返ったりす
るなど、科学的に探究しようとしている。

(1)運動とエネル
ギー

物体の運動とエネルギーを日常生活
や社会と関連付けながら、力のつり合
いと合成・分解、運動の規則性、力学
的エネルギーを理解しているとともに、
それらの観察、実験などに関する技能
を身に付けている。

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準

(5)科学技術と人
間

日常生活や社会と関連付けながら、エ
ネルギーと物資、自然環境の保全と科
学技術の利用を理解しているとともに、
それらの観察、実験などに関する技能
を身に付けている。

(6)自然と人間

日常生活や社会と関連付けながら、生
物と環境、自然環境の保全と科学技術
の理解するとともに、自然環境を調べ
る観察、実験などに関する技能を身に
付けている。

(２)化学変化とイオ
ン

化学変化をイオンのモデルと関連付け
ながら、水溶液とイオン、化学変化と電
池を理解しているとともに、それらの観
察、実験などに関する技能を身に付け
ている。

(3)生命の連続性

生命の連続性に関する事物・現象の
特徴に着目しながら、生物の成長と殖
え方、遺伝の規則性と遺伝子、生物の
種類の多様性と進化を理解していると
ともに、それらの観察、実験などに関す
る技能を身に付けている。

(4)地球と宇宙

身近な天体とその運動に関する特徴
に着目しながら、天体の動きと地球の
自転・公転、太陽系と構成を理解して
いるとともに、それらの観察、実験など
に関する技能を身に付けている。

観点別の
評価基準

５段階
評定基準

主な評価資料
ワークシート,小テスト
定期考査,パフォーマンステスト
実験レポート

ワークシート,小テスト
定期考査,実験レポート

提出物、小テスト、定期テスト
学習に取り組む様子

評価の割合 30% 40% 30%

学習の実現状況

Ａ 十分満足できると判断されるもの ７０％以上

Ｂ おおむね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

Ｃ 努力を要すると判断されるもの ５０％未満

観点別学習状況の評価

各評定の範囲

5 十分満足できるもののうち、特に程度が高いもの ８０％以上

4 十分満足できると判断されるもの ７０％以上　８０％未満

3 概ね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

2 努力を要すると判断されるもの ２０％以上　５０％未満

1 一層努力を要すると判断されるもの ２０％未満

評　定



令和６年度　評価規準 東京都立富士高等学校附属中学校

音楽 履修学年 ３年 指導時間 35時間 担当者 区分 必修

・曲のもっているよさや特質に関心を持
ち、自己のイメージや感情を生かして曲
にふさわしい歌唱表現をすることに意欲
的である。

・各声部の特徴と役割、声部の構造、曲
の仕組みに関心をもっている。

・演奏を客観的にとらえ、全体の響きの
調和に関心をもち、合唱表現をすること
に意欲的である。

鑑賞

器楽

・楽器の特徴（楽器固有の音色や響
き、奏法の特色や効果、楽器の色々な
組み合わせなど）を生かして器楽表現
をする技能を身に付けている。

・演奏を客観的にとらえ、全体の響きの
調和を感じ取って合奏表現をする技能
を身に付けている。

・楽器の特徴（楽器固有の音色や響
き、奏法の特色や効果、楽器の色々な
組み合わせなど）を感じ取り、それらを
生かして器楽表現を工夫している。

・演奏を客観的にとらえ、全体の響きの
調和に関心を感じ取って合奏表現を工
夫している。

・楽器の特徴（楽器固有の音色や響き、
奏法の特色や効果、楽器の色々な組み
合わせなど）を生かすことに関心をもち、
器楽表現をすることに意欲的である。

・演奏を客観的にとらえ、全体の響きの
調和に関心をもち、合奏表現をすること
に意欲的である。

創作

・音楽の諸要素の働きをイメージと関わ
らせて創作表現をする技能を身に付け
ている。

・拍子やリズムが生み出す表現効果に
気をつけて創作表現をする技能を身に
付けている。

・音楽の諸要素の働きをイメージと関わ
らせて感じ取り、創作表現を工夫して
いる。

・拍子やリズムが生み出す表現効果を
感じ取っている。

・音楽の諸要素の働きをイメージと関わら
せて創作表現をすることに意欲的であ
る。

・拍子やリズムが生み出す表現効果に関
心を持っている。

・音楽の様々な構成要素（声や楽器固
有の音色とその変化の組み合わせ、リ
ズムや拍子の特徴、リズムパターンの
反復や変化、非拍節的なリズムの自由
な動きや流れ、旋律の特徴や様々な音
階、我が国及び世界の諸民族の音楽
に見られる様々な音と音とのかかわり合
い、形式など）の働き及び効果を理解
し、楽曲の雰囲気や曲想とかかわらせ
て聞くための知識を身につけている。

・音楽の様々な構成要素（声や楽器固
有の音色とその変化の組み合わせ、リ
ズムや拍子の特徴、リズムパターンの
反復や変化、非拍節的なリズムの自由
な動きや流れ、旋律の特徴や様々な音
階、我が国及び世界の諸民族の音楽
に見られる様々な音と音とのかかわり合
い、形式など）の働き及び効果を理解
し、楽曲の雰囲気や曲想とかかわらせ
て感じ取っている。

・音楽の様々な構成要素（声や楽器固有
の音色とその変化の組み合わせ、リズム
や拍子の特徴、リズムパターンの反復や
変化、非拍節的なリズムの自由な動きや
流れ、旋律の特徴や様々な音階、我が
国及び世界の諸民族の音楽に見られる
様々な音と音とのかかわり合い、形式な
ど）の働き及び効果を理解し、楽曲の雰
囲気や曲想とかかわらせて聞くことに意
欲的である。

教科 竹田 美佳子

教科の目標

・音楽活動の楽しさを探究することを通して、音や音楽への興味・関心を高め、音楽によって生活を明るく豊かなものにし、生涯にわたっ
て音楽に親しんでいく態度を育てる。
・多様な音楽表現の豊かさや美しさを感じ取り、表現の技能を伸ばし、創意工夫して表現する能力を高める。
・多様な音楽に対する理解を深め、幅広く主体的に鑑賞する能力を高める。

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準

歌唱

・曲のもっているよさや特質を味わい、
自己のイメージや感情を生かして曲に
ふさわしい歌唱表現をする技能を身に
付けている。

・各声部の特徴と役割、声部の構造、
曲の仕組みを生かして合唱表現をする
技能を身に付けている。

・演奏を客観的にとらえ、全体の響きの
調和を感じ取って合唱表現する技能を
身に付けている。

５段階
評定基準

主な評価資料
ワークシート、実技テスト、定期考
査

ワークシート、実技テスト、定期考
査

ワークシート、実技テスト、定期考査

評価の割合 30% 40% 30%

観点別の
評価基準

・曲のもっているよさや特質を味わい、
自己のイメージや感情を生かして曲に
ふさわしい歌唱表現を工夫している。

・各声部の特徴と役割、声部の構造、
曲の仕組みを感じ取っている。

・演奏を客観的にとらえ、全体の響きの
調和に関心をもち、合唱表現を工夫し
ている。

学習の実現状況

Ａ 十分満足できると判断されるもの ７０％以上

Ｂ おおむね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

Ｃ 努力を要すると判断されるもの ５０％未満

観点別学習状況の評価

各評定の範囲

5 十分満足できるもののうち、特に程度が高いもの ８０％以上

4 十分満足できると判断されるもの ７０％以上　８０％未満

3 概ね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

2 努力を要すると判断されるもの ２０％以上　５０％未満

1 一層努力を要すると判断されるもの ２０％未満

評　定



令和６年度　評価規準 東京都立富士高等学校附属中学校

美術 履修学年 ３年 指導時間 35時間 担当者 区分 必修

シルバースクラッ
チ

①　今までの技法を積極的に活用し、
積極的に制作に取り組む。

①　鉛筆の特徴を理解し、構図から色
彩まで構想し、表現する。

教科 廣瀬 直彦

教科の目標

○楽しく美術の活動に取り組み、美術を愛好する心情を培い、心豊かな生活を創造していく意欲と態度を育てる。
○対象を見つめ感じ取る力や想像力を高め、豊かに発想し構想する能力や、色や色彩などによる表現の技法を身につけ、意図に応じ
て創意工夫し美しく表現する能力を育てる。
○自然の造形や美術作品などについての基礎的な理解や見方を広げ、美術文化に対する関心を高め、よさや美しさなどを味わう鑑賞
の能力を育てる。

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①　木の特性を生かし、技法なども積
極的に学ぼうとする。

②　これまでの造形活動を生かし、デ
ザインや表現を意欲的に行う。

40% 30%

①　木の特性を理解し、豊かな造形にな
るよう工夫し表現する。

②　仕上げのイメージをしっかりとし、作
品に合った仕上げで制作する。

①　木の特性を理解し、立体性を生か
した造形物を構想する。

②　３次元を正しく理解し、豊かな表現
を構想する。

①これまでに学んだ表現技法を生かして
創造的に表現する。

②技法を理解し表現する。

５段階
評定基準

お面作り

①　自分を見つめ、表現するものを自
ら探し出して制作できる。

②　対象を冷静に捉え、形の特徴や現
象を見つける。

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準

主な評価資料 作品、制作過程の様子、定期考査

評価の割合 30%

観点別の
評価基準

①　対象を単純な立体として捉えるだ
けでなく、全体的な表情として豊かに
表現できる。

②　写実性を意識して見つめ、感情や
発見からイメージを広げ心豊の構想を
する。

①　対象を注意深く観察し、基本となる
形を理解する。

②　写実的になるように細部まで描きこ
み、粘り強い作品を制作している。

木材による建築造
形

作品、制作過程の様子、定期考査
作品、制作過程の様子、授業に取り
組む態度

学習の実現状況

Ａ 十分満足できると判断されるもの ７０％以上

Ｂ おおむね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

Ｃ 努力を要すると判断されるもの ５０％未満

観点別学習状況の評価

各評定の範囲

5 十分満足できるもののうち、特に程度が高いもの ８０％以上

4 十分満足できると判断されるもの ７０％以上　８０％未満

3 概ね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

2 努力を要すると判断されるもの ２０％以上　５０％未満

1 一層努力を要すると判断されるもの ２０％未満

評　定



令和６年度 評価規準 東京都立富士高等学校附属中学校

保健体育 履修学年 3年 指導時間 105時間 担当者 区分 必修

体育に関する知識

○知識・文化としてのスポーツの意義について理解してい
る。

・文化としてのスポーツの意義について，自己の課題を発
見し，よりよい解決に向けて思考し判断するとともに，他者
に伝えている。

・文化としてのスポーツの意義についての学習に自主的
に取り組もうとしている。

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準

体つくり

○知識
・運動を継続する意義，体の構造，運動の原則などにつ
いて
理解している。

・自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲間の考えた
ことを他者に伝えている。

・体つくり運動に自主的に取り組むとともに，互いに助け合
い教え合おうとすること，一人一人の違いに応じた動きな
どを大切にしようとすること，話合いに貢献しようとすること
などをしたり，健康・安全を確保したりしている

陸上競技
短距離走
持久走

〇知識
・技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法
などについて理解している。
〇技能
・短距離走・リレーでは，中間走へのつなぎを滑らかにして
速く走ることやバトンの受渡しで次走者のスピードを十分
高めることができる。
・長距離走では，自己に適したペースを維持して走ること
ができる。

・動きなどの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝えている。

・陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝敗などを冷静
に受け止め，ルールやマナーを大切にしようとすること，自
己の責任を果たそうとすること，一人一人の違いに応じた
課題や挑戦を大切にしようとすることなどをしたり，健康・
安全を確保したりしている。

武道

〇知識
・伝統的な考え方，技の名称や見取り稽古の仕方，体力
の高め方などについて理解している。
〇技能
・柔道では，相手の動きの変化に応じた基本動作や基本
となる技，連絡技を用いて，相手を崩して投げたり，抑えた
りするなどの攻防をすることができる。
・剣道では，相手の動きの変化に応じた基本動作や基本
となる技を用いて，相手の構えを崩し，しかけたり応じたり
するなどの攻防をすることができる。

・攻防などの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝えている。

教科 半谷 亮介、宋 強賢

教科の目標
体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身
の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・武道に自主的に取り組むとともに，相手を尊重し，伝統
的な行動の仕方を大切にしようとすること，自己の責任を
果たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題や挑戦
を大切にしようとすることなどをしたり，健康・安全を確保し
たりしている。

ダンス

〇知識
・ダンスの名称や用語，踊りの特徴と表現の仕方，交流や
発表の仕方，運動観察の方法，体力の高め方などについ
て理解している。
〇技能
・創作ダンスでは，表したいテーマにふさわしいイメージを
捉え，個や群で，緩急強弱のある動きや空間の使い方で
変化を付けて即興的に表現したり，簡単な作品にまとめた
りして踊ることができる。

・表現などの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や仲
間の考えたことを他者に伝えている。

・ダンスに自主的に取り組むとともに，互いに助け合い教
え合おうとすること，作品や発表などの話合いに貢献しよう
とすること，一人一人の違いに応じた表現や役割を大切に
しようとすることなどをしたり，健康・安全を確保したりして
いる。

水泳

〇知識
・技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法
などについて理解している。
〇技能
・クロールでは，手と足の動き，呼吸のバランスを保ち，安
定したペースで長く泳いだり速く泳いだりすることができ
る。・平泳ぎでは，手と足の動き，呼吸のバランスを保ち，
安定したペースで長く泳いだり速く泳いだりすることができ
る。
・背泳ぎでは，手と足の動き，呼吸のバランスを保ち，安定
したペースで泳ぐことができる。
・バタフライでは，手と足の動き，呼吸のバランスを保ち，
安定したペースで泳ぐことができる。
・複数の泳法で泳ぐこと，又はリレーをすることができる。

・泳法などの自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決
に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考
えたことを他者に伝えている。

・水泳に自主的に取り組むとともに，勝敗などを冷静に受
け止め，ルールやマナーを大切にしようとすること，自己の
責任を果たそうとすること，一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を大切にしようとすることなどをしたり，水泳の事故
防止に関する心得を遵守するなど健康・安全を確保したり
している。

球技

〇知識
・技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法
などについて理解している。
〇技能
・ゴール型では，安定したボール操作と空間を作りだすな
どの動きによってゴール前への侵入などから攻防をするこ
とができる。
・ネット型では，役割に応じたボール操作や安定した用具
の操作と連携した動きによって空いた場所をめぐる攻防を
することができる。

・攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的な解
決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己や
仲間の考えたことを他者に伝えている。

・球技に自主的に取り組むとともに，フェアなプレイを大切
にしようとすること，作戦などについての話合いに貢献しよ
うとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを大切に
しようとすること，互いに助け合い教え合おうとすることなど
をしたり，健康・安全を確保したりしている。

保健

・身体には，環境に対してある程度まで適応能力があるこ
と。身体の適応能力を超えた環境は，健康に影響を及ぼ
すことがあること。また，快適で能率のよい生活を送るため
の温度，湿度や明るさには一定の範囲があることを理解し
ている。
・飲料水や空気は，健康と密接な関わりがあること。また，
飲料水や空気を衛生的に保つには，基準に適合するよう
管理する必要があることを理解している。
・人間の生活によって生じた廃棄物は，環境の保全に十
分配慮し，環境を汚染しないように衛生的に処理する必
要があることを理解している。

・健康と環境に関する情報から課題を発見し，その解決に
向けて思考し判断しているとともに，それらを表現してい
る。

・健康と環境ついての学習に自主的に取り組もうとしてい
る。

主な評価資料
動きの観察と実技テスト
審判などによる理解度の把握およびワークシート・
定期考査

グループ活動の観察およびワークシート
相互評価などの活動の観察およびワークシート・授
業への出席および参加状況

40% 30%

観点別の
評価基準

５段階
評定基準

評価の割合 30%

学習の実現状況

Ａ 十分満足できると判断されるもの ７０％以上

Ｂ おおむね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

Ｃ 努力を要すると判断されるもの ５０％未満

観点別学習状況の評価

各評定の範囲

5 十分満足できるもののうち、特に程度が高いもの ８０％以上

4 十分満足できると判断されるもの ７０％以上　８０％未満

3 概ね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

2 努力を要すると判断されるもの ２０％以上　５０％未満

1 一層努力を要すると判断されるもの ２０％未満

評　定



令和６年度　評価規準 東京都立富士高等学校附属中学校

技術・家庭
技術分野

履修学年 ３年 指導時間 18時間 担当者 区分 必修教科 上野　学

教科の目標
技術の見方・考え方を働かせ，ものづくりなどの技術に関する実践的・体験的な活動を通して，技
術によってよりよい生活や持続可能な社会を構築する資質・能力を次のとおり育成することを目指
す。

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

生物育成の技術による
問題の解決

安全・適切な栽培又は飼育，検査等
ができる技能を身に付けている。

問題を見いだして課題を設定し，育成
環境の調節方法を構想して育成計画
を立てるとともに，栽培又は飼育の過
程や結果の評価，改善及び修正につ
いて考えている。

よりよい生活の実現や持続可能な社会
の構築に向けて，課題の解決に主体的
に取り組んだり，振り返って改善したりし
ようとしている。

よりよい生活の実現や持続可能な社会
の構築に向けて，課題の解決に主体的
に取り組んだり，振り返って改善したりし
ようとしている。

社会の発展と生物育
成の技術

生活や社会，環境との関わりを踏まえ
て，生物育成の技術の概念を理解し
ている。

生物育成の技術を評価し，適切な選
択と管理・運用の在り方や，新たな発
想に基づく改良と応用について考えて
いる。

よりよい生活の実現や持続可能な社会
の構築に向けて，生物育成の技術を工
夫し創造しようとしている。

ネットワークを利用した
双方向性のあるコンテ
ンツのプログラミングに
よる問題の解決

情報通信ネットワークの構成と，情報
を利用するための基本的な仕組みを
理解し，安全・適切なプログラムの制
作，動作の確認及びデバッグ等ができ
る技能を身に付けている。

社会の発展と情報の
技術

生活や社会，環境との関わりを踏まえ
て，情報の技術の概念を理解してい
る。

情報の技術を評価し，適切な選択と管
理・運用の在り方や，新たな発想に基
づく改良と応用について考えている。

よりよい生活の実現や持続可能な社会
の構築に向けて，情報の技術を工夫し
創造しようとしている。

観点別の
評価基準

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準

問題を見いだして課題を設定し，使用
するメディアを複合する方法とその効
果的な利用方法等を構想して情報処
理の手順を具体化するとともに，制作
の過程や結果の評価，改善及び修正
について考えている。

よりよい生活の実現や持続可能な社会
の構築に向けて，課題の解決に主体的
に取り組んだり，振り返って改善したりし
ようとしている。

計測・制御のプログラミ
ングによる問題の解決

計測・制御システムの仕組みを理解
し，安全・適切なプログラムの制作，動
作の確認及びデバッグ等ができる技
能を身に付けている。

問題を見いだして課題を設定し，入出
力されるデータの流れを元に計測・制
御システムを構想して情報処理の手
順を具体化するとともに，制作の過程
や結果の評価，改善及び修正につい
て考えている。

生活や社会を支える
生物育成の技術

育成する生物の成長，生態の特性等
の原理・法則と，育成環境の調節方法
等の基礎的な技術の仕組みについて
理解している。

生物育成の技術に込められた問題解
決の工夫について考えている。

主体的に生物育成の技術について考
え，理解しようとしている。

５段階
評定基準

主な評価資料
提出物、HP作品、栽培レポート、
学習に取り組む様子、定期考査

提出物、HP作品、栽培レポート、
学習に取り組む様子、定期考査、
作品

提出物、HP作品、栽培レポート、学
習に取り組む様子、定期考査

評価の割合 30% 40% 30%

学習の実現状況

Ａ 十分満足できると判断されるもの ７０％以上

Ｂ おおむね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

Ｃ 努力を要すると判断されるもの ５０％未満

観点別学習状況の評価

各評定の範囲

5 十分満足できるもののうち、特に程度が高いもの ８０％以上

4 十分満足できると判断されるもの ７０％以上　８０％未満

3 概ね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

2 努力を要すると判断されるもの ２０％以上　５０％未満

1 一層努力を要すると判断されるもの ２０％未満

評　定



令和６年度　評価規準 東京都立富士高等学校附属中学校

技術・家庭
家庭分野

履修学年 ３年 指導時間 18時間 担当者 区分 必修教科 能森 裕子、田川 奈緒子

教科の目標
生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して，よりよい生
活の実現に向けて，生活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

食生活，衣生活，住生活の中から問
題を見いだして課題を設定し，解決策
を構想し，計画を立てて実践した結果
を評価・改善し，考察したことを論理的
に表現するなどして課題を解決する力
を身に付けている。

家族や地域の人々と協働し，よりよい生
活の実現に向けて，食生活，衣生活，住
生活について，課題の解決に主体的に
取り組んだり，振り返って改善したりし
て，生活を工夫し創造し，家庭や地域な
どで実践しようとしている。

ワークシート、課題レポート、
定期考査

学習に取り組む様子

40% 30%

・家族の互いの立場や役割が分かり，
協力することによって家族関係をよりよ
くできることについて理解している。
・家庭生活は地域との相互の関わりで
成り立っていることが分かり，高齢者な
ど地域の人々と協働する必要があるこ
とや介護など高齢者との関わり方につ
いて理解している。

家族関係をよりよくする方法及び高齢
者など地域の人々と関わり，協働する
方法について問題を見いだして課題
を設定し，解決策を構想し，実践を評
価・改善し，考察したことを論理的に表
現するなどして課題を解決する力を身
に付けている。

家族や地域の人々と協働し，よりよい生
活の実現に向けて，家族・家庭や地域と
の関わりについて，課題の解決に主体
的に取り組んだり，振り返って改善したり
して，生活を工夫し創造し，実践しようと
している。

家族・家庭生活につい
ての課題と実践

家族，幼児の生活又は地域の生活の
中から問題を見いだして課題を設定
し，解決策を構想し，計画を立てて実
践した結果を評価・改善し，考察したこ
とを論理的に表現するなどして課題を
解決する力を身に付けている。

家族や地域の人々と協働し，よりよい生
活の実現に向けて，家族，幼児の生活
又は地域の生活について，課題の解決
に主体的に取り組んだり，振り返って改
善したりして，生活を工夫し創造し，家庭
や地域などで実践しようとしている。

５段階
評定基準

幼児の生活と家族

・幼児の発達と生活の特徴が分かり，
子供が育つ環境としての家族の役割
について理解している。
・幼児にとっての遊びの意義や幼児と
の関わり方について理解している。

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準

衣食住の生活につい
ての課題と実践

主な評価資料
ワークシート、課題レポート、
定期考査、実習

評価の割合 30%

観点別の
評価基準

幼児との関わり方について問題を見い
だして課題を設定し，解決策を構想
し，実践を評価・改善し，考察したこと
を論理的に表現するなどして課題を解
決する力を身に付けている。

家族や地域の人々と協働し，よりよい生
活の実現に向けて，幼児の生活と家族
について，課題の解決に主体的に取り
組んだり，振り返って改善したりして，生
活を工夫し創造し，実践しようとしてい
る。

家族・家庭や地域との
関わり

学習の実現状況

Ａ 十分満足できると判断されるもの ７０％以上

Ｂ おおむね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

Ｃ 努力を要すると判断されるもの ５０％未満

観点別学習状況の評価

各評定の範囲

5 十分満足できるもののうち、特に程度が高いもの ８０％以上

4 十分満足できると判断されるもの ７０％以上　８０％未満

3 概ね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

2 努力を要すると判断されるもの ２０％以上　５０％未満

1 一層努力を要すると判断されるもの ２０％未満

評　定



令和６年度　評価規準 東京都立富士高等学校附属中学校

英語 履修学年 3年 指導時間 158時間 担当者 区分 必修

観点別の
評価基準

５段階
評定基準

主な評価資料
パフォーマンステスト、小テスト、定
期考査

パフォーマンステスト、小テスト、定
期考査

パフォーマンステスト、ワークシート

評価の割合 30% 40% 30%

外国語の背景にある文化に対する理解
を深め、聞き手、話し手に配慮しながら、
主体的に英語を用いて伝え合おうとして
いる。

話すこと[発表]

[知識]
英語の特徴やきまりに関する事項を理
解している。
[技能]
実際のコミュニケーションにおいて、日
常的な話題や社会的な話題につい
て、事実や自分の考え、気持ちなど
を、簡単な語句や文を用いて話す技
能を身につけている。

コミュニケーションを行う目的や場面、
状況などに応じて、日常的な話題や社
会的な話題について、事実や自分の
考え、気持ちなどを、簡単な語句や文
を用いて、伝え合っている。

外国語の背景にある文化に対する理解
を深め、聞き手、話し手に配慮しながら、
主体的に英語を用いて話そうとしてい
る。

教科
黒崎 良一、長沼 雅子
野村 真子、羽立 朋代
藤高 悦子

教科の目標
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，日常的・社会的な情報
や考えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成する。

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準

聞くこと

[知識]
英語の特徴やきまりに関する事項を理
解している。
[技能]
実際のコミュニケーションにおいて、日
常的な話題や社会的な話題につい
て、はっきりと話された文章等を聞い
て、その内容を捉える技能を身につけ
ている。

コミュニケーションを行う目的や場面、
状況などに応じて、日常的な話題や社
会的な話題についてはっきりと話され
る文章を聞いて、必要な情報や概要、
要点を捉えている。

外国語の背景にある文化に対する理解
を深め、話し手に配慮しながら、主体的
に英語で話されることを聞こうとしてい
る。

読むこと

[知識]
英語の特徴やきまりに関する事項を理
解している。
[技能]
実際のコミュニケーションにおいて、日
常的な話題や社会的な話題について
書かれた短い文章等を読んで、その
内容を捉える技能を身につけている。

コミュニケーションを行う目的や場面、
状況などに応じて、日常的な話題や社
会的な話題について書かれた短い文
章を読んで、必要な情報や概要、要
点を捉えている。

外国語の背景にある文化に対する理解
を深め、書き手に配慮しながら、主体的
に英語で書かれたことを読もうとしてい
る。

話すこと[やり取り]

[知識]
英語の特徴やきまりに関する事項を理
解している。
[技能]
実際のコミュニケーションにおいて、日
常的な話題や社会的な話題につい
て、事実や自分の考え、気持ちなど
を、簡単な語句や文を用いて伝え合う
技能を身につけている。

書くこと

[知識]
英語の特徴やきまりに関する事項を理
解している。
[技能]
実際のコミュニケーションにおいて、日
常的な話題や社会的な話題につい
て、事実や自分の考え、気持ちなど
を、簡単な語句や文を用いて、または
それらを正確に用いて書く技能を身に
つけている。

コミュニケーションを行う目的や場面、
状況などに応じて、日常的な話題や社
会的な話題について、事実や自分の
考え、気持ちなどを、簡単な語句や文
を用いて、伝え合っている。

外国語の背景にある文化に対する理解
を深め、聞き手、話し手に配慮しながら、
主体的に英語を用いて書こうとしてい
る。

コミュニケーションを行う目的や場面、
状況などに応じて、日常的な話題や社
会的な話題について、事実や自分の
考え、気持ちなどを、簡単な語句や文
を用いて、伝え合っている。

学習の実現状況

Ａ 十分満足できると判断されるもの ７０％以上

Ｂ おおむね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

Ｃ 努力を要すると判断されるもの ５０％未満

観点別学習状況の評価

各評定の範囲

5 十分満足できるもののうち、特に程度が高いもの ８０％以上

4 十分満足できると判断されるもの ７０％以上　８０％未満

3 概ね満足できると判断されるもの ５０％以上　７０％未満

2 努力を要すると判断されるもの ２０％以上　５０％未満

1 一層努力を要すると判断されるもの ２０％未満

評　定


